
学 力 の 基 礎 を き た え

ど の 子 も 伸 ば す 研 究

会

８ 月 １日 ２日

エ ル おお さ か

「 確 か な 学 力 と平 和 な未 来 をす べ ての 子 ど も たち に 」 　 記

念 講 演 　 久 保 斎 「 『愛 す る こ と 』を教 え る 授 業 づ く り ・ 学 級

づ くり 」 　 　読 み 書 き 計 算 　学 級 作 り 講 座 　 漢 字 ・授 業 作 り

参 加 費 ５ ０ ０ ０ 円

Fax ０ ７ ９ － ４ ２ ６ － ５ １ ３

３

学 校 体 育 研 究 同 志 会
８ 月 １日 ～ ３日
箕 面 市

「 す べ て の 子 ど もた ち に 豊 か な 運 動 文 化 を」 　記 念 講 演

森 川 貞 夫 「体 育 ・ス ポー ツ の こ れ ま で とこ れ か ら 」器 械 運
動 　陸 上 　民 舞 等

参 加 費 9 0 0 0円 　7 0 0 0 円

4 0 0 0円
℡ ０ ９ ０ － ９ ５ ４ ４ － ７ ９ ７

日 本 作 文 の 会 ８ 月 １日 ～ ３日
京 都 市 龍 谷 大 他

「 す べ て の 子 ど もに 根 ざ し た表 現 と生 きる 力 を 」 　 作 文 の
授 業 　生 活 綴 り 方 の 理 論 と 実 践 　 日 記 ・作 文 教 育

資 料 代 ５ ０ ０ ０ 円
℡ ０ ３ － ３ ８ １ ２ － １ ４ ９ ３

文 芸 教 育 研 究 協 議 会
８ 月 ８日 ～ ９日

広 島 市

「 美 と 真 実 、 平 和 を求 め て 」 記 念 講 演 小 出 裕 章 ・ 長 谷 川

義 史 　説 明 文 　詩 　 作 文 　絵 本 　文 芸 学 　 平 和 教 育

参 加 費 ６ ０ ０ ０ 円

℡ ０ ８ ０ ー ４ ２ ６ ６ ー ３ ０ ３

数 学 教 育 協 議 会
８ 月 ２日 ～ ４日

東 北 高 校 他

「 子 ど も と つ くる 数 学 の 世 界 」記 念 講 演 　樋 口 陽 一 「 ７ ０

回 目 の ８ 月 １ ５ 日 を 前 に 憲 法 を 考 え る 」

参 加 費 ６ ０ ０ ０ 円

℡ ０ ２ ２ － ２ ４ ４ － ９ ７ ７ ８

児 童 言 語 研 究 会
８ 月 ２日 ～ ３日

江 戸 川 区

「 考 え を深 め あう 文 学 の 授 業 『 ヒロ シ マ の うた 』を め ぐ っ

て 」講 演 石 山 久 男 「 道 徳 の 教 科 化 の も た らす もの 」

参 加 費 ５ ５ ０ ０ 円

℡ ０ ４ ７ － ４ ４ ７ － ５ ９ ４ ８

全 国 生 活 指 導 研 究 協 議

会

８ 月 ８日 ～ １ ０ 日

北 九 州 市 立 大 学

「 子 ど もた ち とと もに 『発 達 の 糧 』と な る 生 活 世 界 を取 り 戻

す 」～ 活 動 ・ つな が り、 そ し て 人 格 形 成 ～

参 加 費 ７ ０ ０ ０ 円
℡ ０ ９ ０ － ７ １ ８ ５ － １ ９ ２

２

歴 史 教 育 協 議 会
８ 月 ９日 ～ １ １ 日

東 北 学 院 大 学 土 樋

「 東 日 本 大 震 災 ／ 原 発 被 害 ー 被 災 地 東 北 か ら日 本 を問

い な お す 」地 域 報 告 　福 島 県 浪 江 町 長

参 加 費 ５ ５ ０ ０ 円

℡ ０ ３ － ３ ９ ７ ４ － ５ ７ ０ １

音 楽 教 育 の 会
７ 月 ２ ５ 日 ～ ２ ７ 日

ぐ ん ま ア リー ナ
「 ひ と み の 中 に輝 く歌 」 　志 村 泉 　寺 嶋 陸 也

参 加 費 ８ ０ ０ ０ 円

℡ ０ ２ ７ － ３ ５ ３ － ０ ２ ２ ７

科 学 教 育 研 究 協 議 会
８ 月 ８日 ～ １ ０ 日

近 畿 大 学

「 自 然 科 学 を 全 ての 国 民 の もの に ー 子 ど もた ち の 命 と未

来 を守 ろ う！ 豊 か な 自 然 と 豊 か な 認 識 を 」

参 加 費 ５ ０ ０ ０ 円

申 し 込 み は HP か ら

全 国 障 害 者 問 題 研 究 会
８ 月 ８日 ～ ９日
長 良 川 国 際 会 議

場 、 岐 阜 大 学

「 輝 け ！ いの ち と 平 和 　 語 ろ う ！ 発 達 保 障 とイ ン クル ー シ
ブ な社 会 　つ なが ろ う！ 日 本 の 真 ん 中 で 」 　記 念 講 演

斎 藤 貴 男

参 加 費 ６ ０ ０ ０ 円

℡ ０ ３ － ５ ２ ８ ５ － ２ ６ ０ １

日 本 民 教 連 ２ ０ １５ 年 夏 季 全 国 集 会

承
認
さ
れ
ま
す

「
自
宅
研
修
」

一
般
的
に
「
自
宅
研
修
」

と
か
「
宅
研
」
と
呼
ば
れ
た

制
度
で
す
が
、
教
育
公
務
員

特
例
法
第
22
条(

制
定
時
は

20
条
）
で
は
、
「
勤
務
場
所

を
離
れ
て
の
研
修
」
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は

本
属
長
（
校
長
）
の
承
認
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
教
委
や

校
長
は
「
承
認
研
修
」
と
呼

び
か
え
ま
し
た
が
、
制
度
が

変
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

現
に
府
教
委
通
達
で
も

「
自
宅
に
お
け
る
研
修
」
の

承
認
を
明
記
し
て
い
ま
す
か

ら
、
当
然
「
自
宅
研
修
」
は

存
在
し
ま
す
。

「
私
は
承
認
し
ま
せ

ん
」
は
通
用
し
な
い

府
教
委
通
達
で
も
、
研
修

内
容
は
「
特
例
法
の
趣
旨
に

沿
っ
た
必
要
か
つ
相
当
と
認

め
ら
れ
る
研
修
」
と
さ
れ
、

「
個
人
で
行
う
自
主
研
修
」

「
自
主
的
な
研
究
会
」
等
を

含
む
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
教
組
と
の

間
で
も
「
そ
の
内
容
は
幅
広

い
も
の
で
あ
る
」
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
「
研
修
届
」
で
分

類
さ
れ
る
「
教
科
指
導
」

「
校
務
分
掌
」
「
そ
の
他

（
教
員
と
し
て
の
教
養
を
深

め
る
も
の
）
」
に
合
致
す
る

内
容
で
あ
れ
ば
、
校
長
は
承

認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
承
認
・
不
承
認
と
い
っ
た

校
長
裁
量
に
よ
る
判
断
」
が

行
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

勤
務
労
働
条
件
は
労

使
の
協
議
事
項
で
す

手
続
き
に
必
要
な
書
類

（
計
画
書
・
承
認
願
・
報
告

書
）
に
つ
い
て
は
、
地
教
委

ま
た
は
校
長
会
と
職
員
団
体

（
泉
北
教
組
な
ど
）
が
協
議

し
た
書
式
を
参
考
に
、
各
学

校
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

「
研
修
権
」
の
問
題
は
、
勤

務
労
働
条
件
に
関
わ
る
問
題

で
す
か
ら
、
労
使
の
協

議
事
項
と
な
り
ま
す
。

こ
の
確
認
に
反
す
る

問
題
が
生
じ
た
ら
、
泉

北
教
組
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

№２０１２ 泉北教育 ２０１５年７月６日 （２）

教職員の生活と権利を守るため、泉北教組に加入してください。

教育公務員特例法（教特法）抜粋
第21条

１ 教育公務員は、その職責を遂行するために、絶えず研究と

修養に努めなければならない。

２ 教育公務員の任命権者は、教育公務員の研修について、そ

れに要する施設、研修を奨励するための方途その他研修に関す

る計画を樹立し、その実施に努めなければならない。

第22条

１ 教育公務員には、研修を受ける機会が与えられなければな

らない。

２ 教員は、授業に支障のない限り、本属長の承認を受けて、

勤務場所を離れて研修を行うことができる。

３ 教育公務員は、任免権者の定めるところにより、現職のま

まで、長期にわたる研修を受けることができる。


